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　西教寺進徳日曜学校だより

　今日したこと　

　　　　

　保護者のみなさんへ　

　この次は、１１月17日（日）９時～

　　●お話「ほうおんこう」
　　　　（『せいてん』１３２頁）
　　　　（仏教読本『はと』１９頁）
　　●ゲーム
　　　　　「ねらってねらって」
　　　　　「ひらがなかるた」

○写真ができました○写真ができました○写真ができました○写真ができました○写真ができました
　　前回から夏休み子ども大会の写真をお渡ししております。まだの方お願いします。

です。
　その次は12月７日（土）です。
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　一口で言うと、欠点と、欠点をもったその人をそのまゝで、「これでいゝのだ」と認めることである。
　一つは、「欠点があるのには、必ず何らかの事情や理由があってのことに違いない」ということを理解
する、ということである。特に、その理由が明確にわかったときには、「なるほど」と、肯定的に認めや
すくなるものである。
　今一つは、「今この人には、このような欠点があるが、いずれ必ず変化してくるに違いない」と信じて
待てる、ということである。　実際には、その欠点と思っていたことが間違いで、悪いのは自分のほうで
あったり、全くの誤解であったり、ということもある。そのような場合でも、信じて認めて待っていれ
ば、その間に、こちらが自分のほうの間違いに気づいて訂正でき、事なきを得てうまくいくようになる、
ということもある。
　欠点を肯定的に見ることができると、否定的に見ていたときには気づかなかったさまざまな面が見えて
くる。一概に違うとか困ったこととは言えないのだ、ということがわかってくる。またそのようにより広
くわかってくると、初めは長所だと単純に思っていたことも実は色々と問題を含んでいるのだということ
もわかり、より深く豊かにその人を肯定的に理解することができるようになるのである。
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　　　　　吉中崇裕くん　　　　　　　　中原薫乃さん　　　　　　　　岩崎　慧くん

●あたらしい　おつとめ
　　讃仏偈（さんぶつげ）


